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1．　 は しがき

　本邦 の マ ク P プ ラ ン ク ト ン 研究は 分布論を中心

として 展開し て きたが，黒潮流路 の 変動との 関連

を時系列 で とらえた例は少な い ．遠州灘を中心 と

する 黒潮お よ び その 内側域に お ける マ ク ロ プ ラ ン

ク ト ン の 分布 に つ い て は い ろ い ろ な
1）
〜6）

報告があ

る．こ れ らの 研 究 は ある時点で の マ ク ロ プ ラ ン ク

ト ソ の 分布に つ い て の もの で は ある が，黒 潮流路

が それ らの 分布に ど の 様な影 響を tr・　Zるか を知 る

上 で の 貴 重 な 基 礎 的資料で ある ．木立 ・伊東

（1979）7）
は 沿岸水域か ら 黒潮外側域に お け る マ ク

ロ プ ラ ン ク ト ン の 群集類型 を行な い ，それ らの 群

集と 3 つ の 異なる黒潮流路の 変化 と の 関連性に つ

い て 論 じ た ．古橋 （1980）8）
は

’77 年 5 月に遠州

灘沖の 冷水塊が ， 孤立 冷水塊 とな っ た場 合 の 沿岸

性 マ ク ロ プ ラ ン ク ト ン の 動態を扱 っ て ，そ こ で の

沿岸性 マ ク ロ プ ラ ン ク ト ン の 分布変化が環境 の 変

化 とど の 様に 関連 し た か を報告 し て い る．

　黒潮は そ の 周辺域 の マ ク ロ プ ラ ン ク ト ソ ， 魚卵・

稚仔魚 の 生態 に 影響を与 え て い る，また黒潮流路

の 変化は イ ワ シ 類 ， サ バ 類 ，
マ ア ジ ，

ス ル メ ィ カ ，

サ ン マ な ど の 浮魚類 の産卵場形成，卵 ・稚仔魚の

輸送拡散な どに 影響を与え ， そ の 資源の 消長に も

直接 ， 間接的 に 関与 し て い る
9）10）． さらに ，沿岸

域に 起源を有する 珪 藻や底生生物 の 幼生が 黒潮 に

よ っ て 運ばれ沖合に 分布 す る 例
11）12）

や ， それ ら

の 輸送機構を 物理的 な面 か ら解明 し た も の が あ

り
d3）−17），沿岸水域 と黒潮 と の 相 互 の 関 連が様 々

の 視点で 解明 されつ つ ある ，

　黒潮 の 動 きが黒潮お よ び沿岸水域 の マ ク ロ プ ラ

ン ク ト ソ に どの 様な影響を与え るか を知るた め に

は ，それ らを構成す る種個体群が どの 様な生活様

式 を もっ て い る か 知 る 必要が あ る，そ の 上 に た っ

て 両 水塊 の マ ク ロ プ ラ ン ク ト ン の 質的 ，量 的 な，

分布特性が論 じられ る べ ぎで ある が，個 々 の 種個

体群 の 生活様式は 主 要種以外は 明 らか で な く，今

後 の 課題で ある，

　 こ こ で は 沿岸域 か ら黒潮外側域 ま で の マ ク ロ プ

ラ ン ク ト ン の 分布調査か らの 3 つ の 例
7）18）tg）

を討

議素材 として ， シ ン ポ ジ ウ ム の 課題 に 答え よ うと

思 う．

＊
1981年 8月31日受理

＊＊

東海区 水産研究所

2． 1964年 4− 5 月 の 調査例

　 1964年 4〜5 月，マ サ パ 本州太平洋系群 の 産卵

場お よび それ らの 卵 ・稚仔の 拡散状況を知 る た め

の 調査 が行なわ れた ．調査 は マ サ バ の 同時期発生

群 の 分布が追跡で きる よ うに ，産卵場を カ バ ー
す

る海域を中心 に 沿岸水域 か ら黒潮外側域ま で 5 浬

間隔 の 観測点を設け て 実施され た ．こ の 調 査時 の

Copepoda 全数，　 Calanus　sinicus （各Copepodite

別），
Paracalanus　Parvus，　Doliolum　gegen ろauri

f．tritonis （こ の 調 査 時 多 量 出 現），　 Noctiluca

milialis な どの 主 と し て 沿岸起源の 各種に つ い て

分布を検討 した ．第 1 図 に こ の 調査時の GEK に

よ る表層流を示 し た 、こ れ に よ る と黒潮 は 豆 南か

ら銚 子沖に か けて 北 々 束な い し北東に 流れ，最 強

流域は 野島埼正南15浬 ， 銚子正南20浬 に あ っ た ．

豆 南〜大島に か けて は 黒潮 の 内側縁ま で の 観測が

な され た が，それ よ り北の海域で は 黒潮の 外側域

まで の 観測が行なわれた ，銭州上，新島の 北方、

大島東方海域 に 海流 方向を結ぶ とそれ ぞれ直径 10

浬前 後の 渦 の 存在が 推定で ぎる ．こ れ らの 渦 に つ
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い て は ，同海域で 同規模の もの を友定（1980）18）
が

確認 して い る．

　第 2 図に こ の 調査時 の Copepoda総個体数 の 水

平分布図を示 し た ．こ れに ょる と ， 1），CopePQda

は 銭州〜大室出 しに おけ る浅瀬で は 分布量 は 少な

く，それを囲む 沿岸お よ び黒潮 内側縁辺域に 多く

分布し て い た ．2）， 九十九里沖 の 沿岸水域 で は 本

調 査中最高 の 密度分布 （800個体fm3）を形成 した
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第 1 図 GEK に よ る 表層海流 （1964 年 4・−5月）
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Copepoda 個体数の 水平 分 布

　　 （1964年4〜5月）
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第 3−1 図　A 線 に お け る 水 温 断 面 と マ ク ロ プ ラ ン

　 　ク ト ン の 分布例 （1964年 4卩5 月）

　 　 ○ ： Noetituca　 milialis

　　 △ ： Paracalanus 　Parvus
　 　 ▲ 二 CalanUS　 sinicus

　 　 × ： Dotiolam 　gegenbauri 　f．　tritonis
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第 3−2 図　B 線 に お け る 水温断 面図 と マ クロ プ ラ

　 　ン ク トン の 分布 例 （1964年 4− 5月）
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第 3−3 図　C 線 に お け る水温断 面 図 と マ ク ロ プ ラ ン ク ト ン 分 布例 （1964年 4〜5 月 ）

が， 黒潮内側縁辺域で は ほぼ 200個体／m3 に ま で

減少した．3）， 九十九里沖合の 黒潮最高水温域に

帯状に 200個体／m3 以上 の 分布域が 認め られ た ．

　第 1 図 に 示 した A ，B，　 C，　 D 各観測 線上 の 水

温断面 図 とそ こ で の 前記 4 種の 分布を第 3 図1〜4

に 示 し た ．銭州を東 西 に 横断した A 線は ，浅瀬で

は こ れ ら 4 種は い ずれも少な く，黒潮内側縁辺域

に 多 く分布す る傾 向が認め られ， Noctiluca で は

特に それ が顕 著で あ っ た ． Stn．106 で大 室出 し

東端 の 瀬が認め られ る B 線では，C．　sinicecs とP．

Parwusは 沿岸か ら黒 潮 に 向うに 従 っ て 漸減 し ，

黒潮強流域 で は 全 く出現 しなか っ た ．N ．　 milialis

は Stn．105 に ま た ，　 D ．　gegenbauri 　f．　tritonis

は Stn．106
，
107 に それ ぞれ 分布密度 の ピ ーク を

認め たが，黒潮 の 最強流域に は 殆ん ど出現 しなか

っ た ・C 線で は Doliolum は 分布せ ず，他 の 3 種

に つ い て み る と， す べ て 同 じ傾 向の 分布を示 し，

最も沿岸寄 りの地点は 全 点に 出現 し た 総個 体数 の

34〜74％ が集中分布し，陸棚上 の Stn．162aで は

Stn．164 の 1／20 以 下 に減少 し， 黒潮強 流域 よ り沖

合 に は 出現 し な か っ た ．D 線で は 1）．　gegenbauri

f．tritonis，
　 N ．　milialis は 出現 し な か っ た が ，

　 P ．

Parvus，　 C ．　 sinicus は 黒潮最高水温域 に の み 濃密
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第 3−4 図　 D 線 に お け る 水 温 断面図 と マ ク v プ ラ

　　ン ク トン 分布例 （1964 年 4 〜5 月）

に 出現 し た ．

　第 4図 に C．sinicus に つ い て 海域 別，発 育 期

別 ，流速別 の 出現個体数を示 し た ．こ れ に よ る と

島嶼海域 （A 海域），大島〜勝浦 （B 海域）， 九十

九里沖 （C 海域）の 各海域毎で 特徴的な現象が認

め られ る．A 海域で は 1期を除 い たす べ て の 発育
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第 4 図　Calanzas　 si ／ticzas の 海域 別 ，発 育別 ，流速

　 別 の 出現 個 体 数 （19騒 年 4− 5 月） A ： 亮嶼海

　 域，B ： 大島
〜
勝浦沖 ，

　 C ； 九十 九 里 沖

期の 個休が
， 流速 2 ノ ッ ト 以上 の 海域に 多 く， 第

2図に 示 し た Copepoda の 総個体数 と同 じ傾 向を

示 した．B 海域では各期 とも相模湾寄 りが最も多

く，Copepodite　IV 〜VI 期で は 2 ノ ッ ト以上 の

黒潮流域 で も沿岸域 に 匹敵する個体数が 出現 し た

が，黒潮強流帯を越 え た と思われ る流速 2 ノ ッ ト

以下 の 海域 に は 出現 しなか っ た．C 海域 で は すぺ

て の発育期 の 個体が 2 ノ ッ ト以下の 沿岸域に 圧 倒

的 に 多 く繊翼した ，黒 潮域で の 採集量 は 急減 した

が ， その 中で は 発育期の 進ん だ幗体の 出現頻 度が

高か っ た ．

　 以上 の 結果を 下記に 要約す る

　 1）　豆南〜勝浦沖の海域で の 沿岸性 マ ク ロ プ ラ

ン ク ト ン 分布は沿岸水域 に 比べ ，黒潮内側縁辺域

に 多い か また は 同程度で あ っ た が ， 九十九里 沖で

は そ の 様糲は 異な っ て い た、すなわ ち ， そ こ で は

マ ク ロ プ ラ ン ク ト ン は 沿岸域 ｝こ圧 倒的に 多 く，黒

潮内側縁辺域に は 殆ん ど分布 しなか っ た．こ の こ

と か らそれ らの 分布は 黒潮流路 ， 海底地 形，海岸

線の 形状 に よ り大 きな影響 を受け る こ とが考え ら

れる。

　2） 豆南に お け る浅瀬海域 の 沿岸性 マ タ ロ プ ラ

ン ク トン の 分布量 は そ の 周辺域 よ り少な か っ た ．

　3）　
一般的に 黒 潮強 流域 よ り沖合 の 海域 に は 沿

岸性 V ク ロ プ ラ ン ク ト ttex 分布 しない が ， 九十 九

里沖 に そ の 例外を 認 め た ．こ れ は 黒潮流路の 変化

の 激 し い 時期に 現われ る
一

現象と考え られる がそ

の 原嗣 は 賜 らか で ない 。

　4） 沿岸域か ら黒潮流域 に おけ る Copepodaの

分布に つ い て は 各 発育段階の 間の 租違 に 注 目す る

必要がある．

3． 1967年 3 月の調査例

　 1） 材料と方法

　本調査は
》67年 3 月 3 日20時か ら 3月 4 目01時

ま で の 間 ， 潮岬沖 2 浬か ら20浬に お ける海域で ，

黒潮をほぼ直角に よ ぎる測線で 行なわれ た ．採集

に は 稚魚ネ ッ ト（中井，／962）20）

を用い 5 分 曳網し

（船速約 2 ノ ッ ト）， 5 分航走す る 採集を くり返し ，

28 地点で の 採集を行な っ た （第 5 図）．採集 と同

時に 水温，塩分 の 測 定 と GEK に よ る表層流の 測

定 を行な っ た ，採集 された マ ク ロ プ ラ ソ ク ト ン に ．

つ い て は動物群別の 個体数， お よび Thaliacea，
Copepoda

，
　 Chaetognatha

，
　Molluscaの 種別個体

数 の 計数を行 な っ た、

　2） 海　　況

　第 6瞬に 各地点 の 水温，塩 分 ， 表層流を示 し た ．
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こ れ に よる と黒潮は採集時に は N 型流路を示 し，

潮岬沖 5〜30 浬を東に 流れ て い た ．Stn．1〜3 で

は 1 ノ ヅ ト以下の 最 も低 い 流速を示 し，Stn．4 で

1．9 ノ ッ ト， Stn．5 で 2．3 ノ ッ ト と こ の 間で 最 も

大 きな 流速 の 変化 があ り，Stn．10 で は 最高流 速

3．2 ノ ッ トを記録 した．以後 Stn，13 か ら 20 ま

で は 2．9〜2．5 ノ ッ ト，
Stn．20 よ り沖は 2，2 か

ら 1．6 ノ ッ トに ま で 漸減した ，表面 水 温は 18．3
− 19．4℃ の 間に あ り，Stn．1〜3 ま で の 間に 18．3

〜 18．6°C の 低水温域が存在 した． 海 流 同 様 水

温で も Stn，4 と 5 の 間 で 不 連続な 様相を示 し ，

0，4° C の 温度差が 認め られた ．Stn．23 よ り沖合

で の 表面水 温は 19，2〜19．4°C を示 し，最高水温

帯 となっ て い る．塩 分 は 34．　85　N34 ．　907． の範囲

に あ っ て 海域的変化は少な か っ た が，高塩分域は

Stn．5・− 8 （34．88〜34．89　S％）に 認め られた ．こ

こ で は Stn．1〜3 を沿岸域，　 Stn．3〜4 を 潮 境

域，Stn．9〜13 を最強流域，　 Stn．22 よ り沖合を

最高水温帯 と 規定す る ．

　3）　マ ク ロ プ ラ ン ク トン の 個体数の 変化

　第 7 図 に Stn．別｝こ マ ク ロ プ ラ ン ク ト ン の 総個

体数お よ び Appendicularia
，
　Euphausiacea

，
　Cope一
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poda ，　 Chaetognathaの 4主要動物群 の 合計個体

数を示 し た ．これに よ る と両者は ほ ぼ同 じ変化傾

向を示 し ， 出現個体数は 沿舞域か ら最強流域 （Stn．

15ま で）と沖合の 2 つ の 海域に 大別され る．沿岸

域か ら Stn．15 ま で の 総個体数の 平均出現個体数

は 28
，
384個体／haul，後者 の それ は 12

，
079個体／

haulで 前者の 約 1／2 以下を示 した ，　 Stn．22 以遠

の 最高水温域で は 最 も隊い 分 布 量 を 示 し ， か つ

各地点間 の 変動巾も小 さ い も の とな っ た ，

　 4）　動物群別個体数の 出現傾向

　第 8図に 代表的な 8 動物群 の 分布倒を示 し た ．

これに よ る と沿岸域を中心 に分布し，強 流域 を含

め沖合 に は殆ん ど分布 しない もの （A 型群 と仮称）

に Cladocera
，
　Cirripediaがあ る．こ の 分布に 類

似 し沿岸域に 分布 の 中心 はあ るが，最高水 温帯に

かけ て 除 々 に 減少 し て ゆ く動物群に Copepoda が

あ る （A
ノ

型群）．また，地点間の 変動は 大 きい が ，

沿岸域か ら最強流域 まで 多 く分布 し，それ以遠 の

最高水温帯ま で は低 い 水準の動物 群 に Appendi−

Clllarla がある （A
”

型群）．こ れ に 対 し 黒 潮 の

強流域 に 分布 の 中心 の み られる動物群に Salpidae
，

Doliolidae，　 Mollusca （Pteropoda，　 Mesogastro・

poda ），　Chaetognatha，　Polychaetaがあ る （B 型

群）．こ の 類型の 変型 と して ， 黒潮強流域 に 最 も多

い 出現量を 示 すが，沿岸域 に も小 さな ピーク が あ

る型があ り，Euphausiaceaが こ れ に 類 型 され る

（B
’

型群）．Pyy・s・mata
，
　Ostrac。 aa の 分布型は ，

黒潮強流域 に 最も多い が，最高水温帯に も小さい

ピ ーク を認め る型で ある （B ”

型群）、量 的に 極め

て 少な く類型化に 問 題 は あ るが，Stomatopoda

（Alima　larva），
　Cten・ph 。 ra は 沿岸域か ら最強流

域に か げて は 極め て 少な く，最高水温帯で個体数

の 多 くな る型 で ある （C 型群）．こ の 他 ， 出現側体

数の少な い動物群で ，特徴ある分布型を示 さず，

不 規則な変化で 増減 し なが ら沿岸水域か ら最高水

温帯ま で 分布す る型 （D 型群） があ る．こ れに は

Brachyura，　Macrura，
　Amphipoda

，
　Coelenterata

，

Siphonophoraな どが含まれ る．

　5）　種別出現 個体数 の 出現傾向

　動物群で 認め た と同 じ分布の 類型に 従 っ て ，種

別 に 定量 した Thaliacea
，
　 Copepoda

，
　 Chaetog−

natha
。
　Mollusca な どに つ い て の 分類型を第 1表

に 示 した． こ の 表中の E 型は 地点 出現比率 （出現

地点／全地点 × 100）が 50 ％ 以下 と低 く．類型化
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　　第 7 圏　マ ク ロ プ ラ ン ク ト ン の 地点熨出現個体数 （1967年 3月）
●一● ： 総個体数

○
…

○ ： Appendicularia
，　Euphausiacea ，　Copepoda，　 Chaetognatha の 総計
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10005001

　 　　 5 10 51 20

第 8 図　各動物群 に よ る 分 布 の 類 型 （1967年 3月）

　　 A 　CIadocera，　　　 A ’

； Copep  da，
　　 A ”

　Appendicularia，　　B ： Chaetognatha
，

　　 B ’

　Euphausiaeea ，　　 B 「「

： Ostracoda ，
　　　C　Stomatepoda（lmmature ），

　 　 DCoelenterata

に 無理の ある もの で ある．こ の 結果か ら主 とし て

A 型 は 沿岸系種 ，
B

，
　 C

，
　 D 型が黒潮系種で ある．

しか し ，
A 型 の 中に も，木立 ・伊東 （1979）7）

に よ

っ て 黒潮系種 とされた Clausocalanus　arcuicornis ，

Paracalanus　aculeatus ，　Oncaea 　SPP ．
，
　Corycaeus

spp ．が含まれ て お り，すべ て が完全な沿岸系種 と

は い い きれ な い ．α 。arcecicornis と P ．　aculeatus

は 従来 の 報告で は Ctenecalanus　vanUS ととも に

沿岸域か ら黒潮縁辺域 ま で広 く分布して お り
3）6）

，

今回 の 調 査で は 沿岸域に 偏 っ て 分布 し た た め A 型

群に 類型され た と 考 え ら れ る．Oncaea
，

σo η
・

5t

caeUS は属まで の 定量で あ り， 多 くの 種が含まれ

て い るの で ，そ の点 を考慮す る必要が あろ う． B

型群に Chaetognatha の 中で は 代表的な沿岸系種

の Sagitta　nag
『
α e が 含まれ て い る が，それ以外は

す べ て木立 ・伊東 （1979）7）

に よ っ て 黒潮系 （CA1）
ま た は 沿岸か ら黒潮に広 く分布す るが黒潮縁辺域

に 多 く分布す る とされる種 （CA2） 16種か ら構成

さ れ て い る．ま た，B ”

型群の Ptezaromamm α

abdominalis
，　P ・　gracilisは ともに 黒潮系夜間浮上

群 （CB1）に 類型さ れ ，こ の 調査で も同 じ分布型を

示 し た ．C 型群に属 した種 も明 らか に 黒潮系種で

は あるが，沿岸域か ら最強流域に かけて何故少な

い か は 明 らか で な い ．た だ し ， 動物群で み られ た

よ うに Alima　larvaが沖合 に 多い の は ， 黒潮が 南

西群島の 西側を流れ るた め と考え られ る ．D 型群

は 沿岸か ら最高水温域ま で 増減を く り返 しなが ら

分布する 型で は あ るが，木立 ・伊東（1979）7）
に よ

り CA ・ に 類型され た種が 10 種 も含まれ，明 らか

に 黒潮系種主体で あ る．さ らに それ ぞれ の 分布型

を 仔細に 検討す る とこ の 中で も SalPafUStformis，
Ezacalα nus 　secbtenzais

，
　Scolecithrix　danae，　Centro−

Pages　SPP ．，　Candacia　SPP ．
，

∠4cartia　SPP ．
， Sagitta

ly　ra は 最強流域に 多い 種で ある ．

　第 2 表は 各類型群 に 属す る種 の 総個体数及 び各

類型 を代表す る種の 個体数が，沿岸水域，潮境域，

最強流域 ， 最高水温域 の 各海域に どの よ うな比率

で 出現 した か を示す ．こ れ を み て もそ の 類型化 に

誤ま りは ない が，沿岸に 最 も多い 型の A ’

型が 沿

岸水域 と潮境域 に お い て ほ ぼ 同 じ比率で ある点に

問題が ある． こ れば Oncaea　spp ．が 潮境域 の 2点

（Stn．4，5）に 6，000個体／haul以上出現 した こ と

に よ る影響 で ある が ， それ よ り沖合で は 漸減傾 向

を示 し た た め A ’

型に 類型された ．沿岸色 の 最 も

強 い A 型 は ，沿岸 〜潮境域 は 80％，最強流域は

15％，それ よ り沖合域 は 5％ の 比率 を示 し た ．こ

の A 型 の 中 で も特 に P ．Parvus に つ い て み る と

出現比率は 沿岸水域で は 70％，潮境域で は 25 ％

であ ip　i 最 強 流域 よ り沖合 で は 極度 に 少な い ．　 C．

siniCUS に つ い て も，最強 流域 よ り沖合は 全 体 の

15％ を 占め る の み で ， 特に 最高水温域で は 2．5％
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第 1 表 マ ク ロ プ ラ ン ク トン 各種 の 分布類型 （1967年 3月）

類型 種 類

A

’

〃

AAB

B ’

B ”

C

D

E

Paracalanus 　Parwus，　Ctauso‘alanus 　a 厂‘uicer 刀’∫

Ca’anus 　 sinicus ，　 Clausocatanus　pergens，0 π ‘aea 　 spP ．　 Co　rrV‘aeus 　 spP ．

ぬ rα‘alanus α‘uleatus

T 加 1’α demo ‘rati ‘α ，　 A 「
annecalanus η多ガπ oら Rhincalanus 　nasutus ，　M6 （つ

Fπ o ‘era ‘lausi，　 Ctausocatanus
fu　rcatUS ，　 L 配‘

鹽icutiaプlavi‘or π ゴ∫，　 Candacia　bipinnata，・4cartiα　spinicauda ，　Pterosagi彦ta 【かα‘0，　Sαgit彦a

痂 π加 α，3αg漉 α serratodentata 　PaCtfica，　 Sαgitta　 nagae ，　 Sagitta 乃exaPtera
，
　Sagitta　 enLi7a 彦a

T乃alia 　democratica　f。　 orientalis
，
　 Ctenocalanus　 vanus ，　Eu ‘haeta　 SPP ．，3 ‘olecithricella 　 SPP ．

Pontellina　Plumata

1）teuro〃 tamma 　 abdominalis ，　Pleuromamma 　gr α‘ガ傭

Eaclio　Pyrantidata，　 Calanus 　tenuicornis ，　 Eu ‘ alanus 　 attenttatus 、　 E   ‘alanzas 　 subcra ∬ 配 5，
Aetideus　giesbre ‘hti

SalPaノ
’
ttStfermis ，　Sergestes　SPP ，，（immature ），五μ 6旋 r 　sp りUndinula 　dar ’wini

，
　E 妬 α♂砌 US 　c厂a ∬   5，

E 邸‘alanUS 　 subte ／luis ，　RhincalanUS 　cornutt ‘∫，　 AcrocalanUS 　9 厂α C’痂 ，　CalecalanUS 　PavO，＆ otecithrix

danae，　Canda‘彪 spP ．，　Centropages　spP ．，・4cartia　spP ，，0 ’功 o πα spP ．
，
　Krohni 彦孟α ∫ubtilis ，　Sagi彦彦a 砂 rα

lasis＝ onaria ，　T8 那 or α turbinata ，　 Temora 　discaudata，　Heteroプhabdus　papittigeら 出 ♂ρμ 蜘 5

10π9 ’‘ornis ，　Laうidocera　sPP ．，　Lubbo ‘kia　sp ．，　SaPPhか ina　sPP 、，　CePilia　spp ．5 乙zg 露齔z　 reguJaris ，
Sagittaプ o 加 5♂α，　 Sagittaノ衫厂 o躍 ，　 Sagi彦孟α biPunctata

第2 表　分布類型 群 と その 代表種 の 水系別 の 出現比率 （％）

分布類型 群 と 種／水 系 沿 岸水域 潮境 域 最 強 流域 最 高水温域

A 型 群

Paracalanus 　ParVttS
A ’

型 群

Calanus　sinicus

A ”

掣 群

Paraca彦anus 　 aculeatus

B 型 群

Thalia 　 democratica

．NTannocalanus　 7ninor

．itfecynocera　 clausi

Sagi彦ta　 7ninima

B ’
型 群

Thalia　de〃 toc 厂 atica 　 f．　o 厂ientalis

　 　 　 Ctenocalanus　 vanus

　 　 B ”

型 群

　 　 　 Pleuromamma 　 abdominalis

　 　 C 型 群

　 　 　 Euclio　pyratni‘lata
　 　 　 Calanus 　tenuicornis

　 　 D 型 群

　 　 　 θ
「
ndinula 　daru 丿itli

．、、
　 　 　 Eucalanus 　 subtenuis
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接沿岸域 か ら黒潮流域に お け る マ ク ロ プ ラ ン ク トン の 分 布 に つ い て

の 低 い 比率 を示 し た ．

　
一一rv， 黒潮系 の B 型群で は 強 流域 に 39〜54 ％

を 占め ， こ の 海域 に 約半数が 集中分布し て い た．

最高水温域で は 15〜25％，潮境域は 17酎26 ％ で

両者は 差 がない が，沿岸域で は B ’

型 群 が 27％

で あるの を 除けば 10％ 以下 で あ っ た．C 型群は

最高水温域に 最 も多 く， 平均で 全体 の 77％ が 分

布した．代表種 とし て 示 した C ，tenuicornis 　Oよ最

高水温域に 100％ を示 し ， 他の 水系に は 全く出

現 し なか っ た．D 型群は 変動 しな が ら沿岸水域か

ら最高水温域 まで 平均的 に 出現 して い る の がわ か

る．

　 以上を ま と め る と典型約 な沿岸性 の マ ク ロ プ ラ

ン ク ト ン は 沿岸水域 に 60％，潮境域 に 20％，最

強流域で 15％ をそれ ぞれ 占め ，最高水温域で は

数％ し か 分布 し な い ．一
方 ， 黒潮系種は 最強流域

に 多 く，1． 体 の 半数が分布 し，潮境域，最高水濃

域に は それぞれ 20％ 前後で あ り， これ ら 3 つ の

水 系で 90％ を示 し， 沿岸域 で は特殊な場合を除

い て 10％ 以下 の 分布量で あ っ た．

　 HATTORI （1968）21）
は 本調査 の 稚仔魚 の 整理 の

中で 1）沿岸 の潮境に の み 分布 ，
2）沿岸 と 沖合

域に の み分布 し
， 中間域 に 分布 し な い ．3）沿岸か

ら沖 合まで 連続分布 4）沖合域に の み 分布，の 4

つ に 類型化を行な っ て い る．そ の 報告の 中で 黒潮

は 沿岸水をひ っ ぽる吸 引作用が あ り， こ の た め 沿

岸水は 幅狭 い 帯状の 水 域と し て ，卵 ・
稚仔 ととも

に 黒 潮の 沿岸側縁辺に つ ぎつ ぎに と り込まれ る と

し ， 黒潮 の 上 流域 で と り込 ま れ た 稚仔魚 ほ ど沖合

側 に 分布する と した ， マ ク ロ プ ラ ソ ク ト ン は 魚

卵 ・稚仔魚の よ うに 発生域 ，発生期が明確に ト レ

ース で きな い た め ，HATTOR 　1（1968）
2D

の 示 した

帯状分布を 立 証す る こ とは で きな か っ た． しか

し．沿岸系種の 中 で も沿岸域の み に 分布する種 と

潮境域さ らに は 強流域 に ま で 分布す る 種 の あ る こ

とで 黒潮に 紺 し異 なる適応を示め す こ とや，沿彫

系種が最高水温帯で ，また黒潮系種が沿岸域で そ

れぞれ 10 ％ 以下 の 分布し か 示 さ な い な ど水系の

保存性を示 唆す る現象が 認め られ た．また ， 稚仔

魚で は 認め られな か っ た が ，黒潮最強 流域に 黒潮

系種 マ ク ロ プ ラ ソ ク ト ソ の 多量分布が顕著で あ っ

た ．また ，
HATTORI （1968）21 ）OX黒潮 よ り沖合に

産卵場を もち沖合に の み 分 布 す る も の と し て

Leptocephalusを類型したが，マ ク 卩 プ ラ ン ク ト

ン で も Alima　larva，　 Phyllosoma　 larva が こ の

類型に 入 る と思 われ ， 今後 こ れ らの オ リ ジ ン や 生

活様式 に つ い て の 検討を加え る こ とが 必 要 で あ

る．

4． 1971，
，72，

，77 年の 例

　 1971
，

’72，

’77年 各年 の 3 月潮岬か ら銚子沖ま

で の 海域に お い て ，  A ノ

ネ ッ トに よ り 150皿 よ

り表面 ま で の鉛直曳きに よ る W ク ロ プ ラ ン ク ト ン

の 採 集を行 な っ た．こ れ らの 試料 に つ い て 主要動

物群毎 の 湿重量 ，個 体数 を 定 量し ， また Cope−

poda ，
　 Euphausiacea，　 Chaetognathaに つ い ては

種別の 個体数を計数 し個 々 に 分布様 式 を 検 討 し

た 、ま た ，それ らと各測点 の 環境要因 ， 採集時刻

な どの 諸要素 の 資料を対応値とし て 相関係数を計

算 し，相関 マ ト リ ッ ク ス に よ る解析か ら群集構造

を 明 らか に した，また，それ らの 群 集分布が黒潮

流路とどの 様な関連性が ある か を論 じた ．

　 1）　海　　況

　 第 9図 に 3 ケ年の 調査海域，表 面 水 温、GEK

に よ る表層流 の 水平 分布図を 示 し た ．1971年は C

型流路
22 ）黝

を示 し ， 黒潮は 豆 南 の 冷水塊沖合を流

れ，房総半島で は大 きく離岸 し て い た ，鹿島灘沖

に は 親潮 前線が分布 した ．
’72年は 黒潮は 潮岬を

東 進し，房総で 接岸 し東北 に 流去す る典型的な N

型流路で ，鹿島灘は 親潮前線が分布し た ．
’
77年

に は
’75年に 発生 した 大 型冷水塊が存続 して い た

が ， 調査時そ の 全体を と らえ て お らず，第 9 図 に

み られ る よ うに そ の 北縁が 認め られ る 程度で あ っ

た ．黒潮 は 大王埼に 向け て 接岸 し た 後，東北 東に

向ぎを換え遠州灘一房総 沖 で は N 型時 よ りも接岸

す る As 型流路
24 ）z5）

を と っ た ．

　2）　各動物群の 出現状況

　第10図 に 各年甥 の 主要動物群 の 患現状況を示 し

た ．Copepoda は 各年 とも 80％ 以 上 を 占 め ，

Calanoidaがそ の 68〜77％ を 占めた ．　 ApPendi一
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第 10図 1971 年 3月 ，
1972 年 3月 ，

1977年 3月の 観測に お け る 年圃動物群熨平均出現佃体数

　　 A ： Calanoida　　B ： Cyclopoida　　C ： Append ｛cularia 　　D ： £ uphausiacea

　　 E ： Sagittoidea　 F ： Medusa　　　 G ： Salpkdae　　　　 H ： Otlttizs

cu 工aria 　（5〜9 ％），　Euphausiacea　（2〜3％），

Chaetognatha（1〜2 ％），
　 Medusa （0．9〜1％）

が比較的 多い 動物群であ り，
’71 年 に は Salpidae

が 2．8 ％ 出現 し た の が特微的で あ っ た ． こ の 様

に
’71年は Salpidaeが 多く Copepodaは少なか

っ た が，
’72 年，

’77 年は Copepoda が 多く， 特

に
’72 年 は CyclQpoida の 最 も多 い 年 で あ っ た ，

’72年は Copepoda が 3 ケ 年中最 も多 く出現 した

が ，そ の 他 の 動物群 は 少 な く，Salpidae，　Delio−

lidae，　ApPendiculariaと い っ た 源索動物，　 Clad◎・

cera
，
　Cirripedia　お よび　Benthos　larva　な ど接沿

岸域 に 起源を有す る もの が少な か っ た ．
’77 年 は

Calanoidaが最 も多か っ た が ，
　 Cyclopoidaは 3 ケ

年中最 も少な く，
Copepoda 全体 として は，

’72年

よ りは や や 少な か っ た．そ の 他 Cladoceraが 他の

2 年に 比 べ 極め て 多く，ApPendiculariaも前 2年

よ りは 多か っ た．こ の 他 ， 個体数は 少な い が
’77

年 に は 　Brachyura，　 Stomatopoda，　 pyrosomata

が 出現 した ．

　 3）　Chaetognathaの 出現 状況

　ChaetogBathaは 4 属 23種が 同定され．量的に

は 黒 潮の 接岸 した
’72年が 最も多 く， 次 い で

’77

年 ，

’71 年 とな っ た．各年 とも Sagitta　Pacifca，　S・

minima （第 11図） が 多 くそれ ぞ れ 30削 40 ％，

10〜30％ を 占め ， こ の 両種で 過半数を 占め た，

こ れ に 次 い で Pterosagitta　draco
，
　S．　 na8ae

，
5．

lyra
，
5．　 enfia 　ta が多 くそれ ぞれ 4削10％ を示 し

た ．年別に そ の 出現の特徴に つ い て み る と，

’71年

は S ，ferox，　 S．　 neglecta
，
　 Eukrohnia 　hamata

，

Krohnitta　subtilis の よ うな出現 の 稀な種が 他の 2
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第 11図 1971年 3 月，1972年 3 月 ， 1977年 3月の

　 観測に お け る Sagitta　 minima の 水平分布

年 よ り多 い の み で ， 個体数の 多い 種は 他の 2 年 よ

り少なか っ た ．　
’72年は S．lorrα

，
　 S．　 enflata

，
　S，

nagae
，
　S．　PaCifica，

　P ．　dracoな ど個 体数の 多 く出

現す る種が 他の 3年 よ り多か っ た ．こ れは 黒潮接

岸の現象 と考え られ るが，S．　nagae の ような沿岸

系種が同時に 多 く出現 して お り， こ の 現象は
’
77

年 の As 型時に も認め られ た ．
’77年は S，　minima

，

S．decipiensが 多 く K ．　subtilis が少な か っ た の

を除け ば
’71 年 の 出現傾向に 似 て い た ．中層性 種

の E ．hamata が冷水塊 の 中心 ， 縁辺域 に 各年出

現 し，ま た ，本種が遠州灘，駿河湾 ， 相模湾 の 接

沿岸域 に 分布 し た こ とは 湧昇域 に 出現す る こ とを

示 唆する ，

　4）　Euphausiacea 各種の 出現状況

　Euphausiaceaは 6属 23種が 同定され た ，本群

は 採集量 が少な く，昼夜に よ る 鉛直移動 があ り，

分布傾 向や黒潮流路 との 関連を述べ る に十 分な資

料 と い えな い ．そ の 前提に た っ て特徴的な現象を

述べ る． 3年間を通 して ，根本（1965）26 ）
に よ り沿

岸一黒潮流域 に 分布す る と類型 された E．similis
，

E ．nana が 圧倒的に 多か っ た．　 E ．　 similis は 地点

出現率 25〜41％ で 外房，遠州灘沖 の 沖合域 に
、

E ．nana は 8〜46 ％ で外房沿岸域に 分布 した ．

Stylocheiron属 は 3 年と も黒潮流路 に 沿 っ た連続

的 な分布を示 した．E ．　PaCificaは N 型流路の
’72

年に の み ， 外房黒潮強流域の 沖合に 出現 した．A

型 流路 の
’77年に は Thysanoessa　gregaria の 地

点 出現率が 40 ％ に も達する 現象が認め られた ．

　 5） Copepoda の 出現 状況

　 Copepoda の うち Calanoida は 41属 96種が 同

定 され，Cyclopoida，Harpacticoidaは 属 まで の 同

定が なされ 9 属が 認め られた ．これ ら Copepoda

の 水平分布の 特徴を年別 に述 べ る．
’71 年 は C

sinicus ，
　Rhincalanus　nasutus ，　Euchirella　rostrata ，

Pareuchaeta　ru ∬ elli，　 Candacia　bipinnataとい

っ た大型の Copepoda が 多 か っ た ．　 C ．　sinicus
，

P ．rtesselli は 冷水塊 の 縁辺域 お よ び外房接沿岸域

に ，E ，　rostrata は 冷水塊に 多 く分布 し た ，その 他

の 種は小型の 黒潮系種 と ともに 黒潮強流域 ， 外房

沖に オ
ーバ ーハ ン グ した 黒潮の 分枝 流 に 分 布 し

た ．P．　ParVUS も冷 水 塊 の 中心に 多 く分布 し た

が ，出現個 体 数 は
’72 年に 及ばなか っ た （第 12

図）．
’71年 に の み ，野島埼以西海域 に 親潮系種 の

C ．cristatUS
，
　EUC ．　bungii　bungii が 出現 し た が ，

こ れは 黒潮 の 銚子沖に お け る離岸が原 因 と考え ら

れ る ．

　
，72年 （N 型）は P ．Parvess，α ．　arcuicornis ，

とい っ た 小型の Copepoda が遠州灘〜外房接沿岸

域 に 多 く，一方 Chaetognathaで 見 られ た と 同 様

に 　U ．darwini
，
　Euc ．　 Sttbtenuis

，
　 M ，　 clausi ，　E ．

marina
，
　A ．瑠 g姦g8 π ∫

，
　 Oncaea　spp ．など の 黒潮

系種が 多 く出現 し た ．し か し こ れ ら の 各 種 は

Oncaea　 spp ．な どを 除 き遠州灘 の 小冷水塊に は 殆

ん ど分布しなか っ た ．こ の 年犬 吠埼東方 の 7 地点

中 2地 点を 除き C ・cristatus ，　Euc ・bungii　bungii，

P・　minutus ，　 S・minor ，　 M ．　PaClficaの い ずれ か が
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第12図　1971 年 3月，1972 年 3 ．目，1977 年 3月の

　　観測に お け る Paracaganus 　qarus の 水 平 分 布
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第 13図

　　測に お け る Acartia　ctausi の 水 平 分 布
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出現 し ， 特 に ルf．餌 0 哲0α は 出現個体数 ， 頻度 と

もに 多か っ た ，

　
，77 年は C ．si71iczas の 多か っ た こ とが注 日され ，

特に大型冷水塊 の 北 縁 で は 3
，
537 個体／m3 （

’77

年本種平均の 40倍） とい う最大 の パ
ッ チ が認め ら

れ た ．こ の 年多か っ た 種 は Pl．　 g
’
racilis ，　 Et｛ch ．

rostrata
，
　Lucicutia　v17avicornis， 内湾性 ， 接沿岸

系 種 の Aclausi，　 C ．　 abdominalis で あ る．　 A ．

clausi は 潮 岬 〜犬 吠 埼の広範囲に 亘 る 接沿岸域

に ，
C ．　 abdominalis は 相 模湾以東 の 海域 に 出現

し ， 特に 犬吠埼で 両 種 は 107個体／m3 ，1
，
401個

体／m3 と多量 出現 し た （第 13図）．
’77 年は 犬吠埼

付近を 中心 に 親潮系種が出現 し P．minutus が 他

の 2年に 比 べ 多か っ た ，

　6） 潮岬〜犬吠崎 に おけ る黒 潮と そ の 内側域の

　　マ ク ロ プラ ン ク トン の 群集構造

　上述 の よ うな分布をす る種個体群が どの 様な群

集を構成 する か を検討し た ．マ ク ロ プ ラ ン ク ト ン

の 全湿重量 ，
Copepoda

，
　 Euphausiacea，　Chaetog−

natha
，
　 Salpidae の湿重量 ， 主要 21 動物群お よ び

Copepoda
，
　Euphausiacea，　Chaetognatha の 種別

の 個体数，それ に 水温，採集時刻 の 各要 素を加 え，

各測点問の 数量を対応値 と し ， 各項 目間 の 相関係

数を 計算 し，そ れ らか ら相関 マ ト リ ッ ク ス を 作成

し，第 3表 に み られ る よ うに 6 群集に 分けた ．表

で は 6群集それ ぞれ に つ い て 項 目数，水 温 お よ び

採集時刻 との 相関 ， 分布する 主 要 水系，各群集の

多様度指数（森下 19672T）
， の β指数を用 い た ）， 各

群集を構成 する 主 要動物群，代表 的 な Copepoda，

Chaetognatha，　 Euphausiacea の 各種， 群集の 代
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接沿岸域か ら黒潮流域に お け る マ ク ロ ブ ラ ン ク トン の 分布に つ い て

表的な食性 を示 した ．

　 こ れ らの 群集が黒潮の 流軸変化に 対 し どの 様な

分布お よ び 構造の変化をす るか 検討す る．

　 黒潮に 代表 され る群集は CA ・，
　CBi （CA2，　CB2

に は 分布傾向の 不 明確な もの が 多 く含まれ る）で

あ り，黒潮 の 流路 の 変化は CAI
，
　CB1 の 分布変化

と な っ て 表わ され る ．また
’71 年 ， 外房沖 に み ら

れた よ うな分枝流で も CA1，　CB ・ の 分布が み られ

た こ とか ら， 冷水塊 の 発達に ともな う遠州灘に お

け る 西 向流 に は CAi，　CB ・ の 分布が 考え られ る．

特に， こ の CA1 は Medusa，　 Chaetognathaな

ど肉食者を構成者 と し て い る の で，黒潮分枝流 な

どに よ り沿岸域に それ らが分布す る場合，そ こ で

の 生 物生産 に 変化を 生ずる 可能性 が あ る． こ の

CA1，　 CBI に 常 に 対峙する の が Cc で あ る ．す

な わ ち ， 黒潮が
’72

，

’77 年の よ うに 接岸 す れ ば

CC の 分布域は常に狭め られ ，逆に
’71 年 の よ う

に黒潮流路が B 型の 場合に は Cc 群集の分布域が

広 くな る，こ の こ とは 典型種 で ある C ，sinicus
，

P ・　Parvus が 33°N の 沖合ま で 多量 に 分布し て い

る こ と で わ か る．第 4表 に は 沿岸水域
＊＊＊，冷 水

塊
＊＊＊

，黒潮水域
＊＊＊

毎 の Cc，　 CA ・ 群集の 代表種

の 平均出現個体数を示 し た ． S．　 nagae 及び ，
　 C．

sinicus は
’71

，

’72年に は 黒潮水域 に お い て 沿岸系

水域 の 40 ％ 以下 の 出現率で あ っ た が，
’77 年に

は 1〜2．8 倍も逆に 黒潮水域 に 多 く出現 した ．こ

れ は海域 区分 で 冷水塊縁辺 の 多量 出現地点が 200

m15
°C 以上 の 海域 で あ っ たため で あ る．接沿岸

系種の A ．clausi
，
　 C ．　abdominalis

， 沿岸系種の P ．

Parvusは 逆に 黒潮域 に は 10 ％ に満た な い 出現

率を示 し た ．特に C ．abdominalis は冷水 塊，黒

潮水域に は 全 く出現し なか っ た ．一
方，分布の 広

範囲に及ぶ Ct．　vanus を 除 く黒潮系 に つ い て み る

と．As 型流路 の
’77 年 は 沿岸に 黒潮系種 の 分布

す る 比率が高 くS．　PaCtfica　40％，　 iM ．　clausi 　56　％o ，

L ，．flavicornisは 70 ％ もが 沿岸 に 分布し た ．　 B

型 流路 の
’71年は 黒潮系種 の 沿岸域 へ の 分布は 少

＊＊＊
各水系毎 の 区分 は 200m 層水温で，12℃ 以下を 冷

　 水塊 ，15℃ 以下 を 沿 岸水域 ，15℃ 以上 を 黒潮海

　 域 と し た．

な く，
S ．　 enflata

，
　N ．　 minor

，
　M ．　 clattsi な ど は

10％ 以下 の 出現率で あ っ た ．以上 の 点か ら次 の

仮説を導 くこ とが で きる． 1）黒潮の 接岸年は 黒

潮系種が 沿岸に 分布す る傾 向が 高 い 。 2）大型冷

水塊の 出現年は 沿岸系種が沖合 に ，逆に 黒潮糸種

が沿岸に 分布する 可能性が 高 く，また ， 沿岸系，

黒 潮系種の
一部が黒 潮内側縁辺域 に 濃密分布を形

成す る可能性 が高い ． 3）N 型ま た は As 型流路

の 場合は 沿岸系種 ， 接沿岸系種が沿岸水域に 多 く

なる こ とがある ． 4）接沿岸系種は 黒潮中に は ほ

とん ど分布しな い ．

　 船越他 （1979）28）
は 黒 潮流路が N 型の 場合渥美

外海は 低温 とな り，
A

，
　As 型 ， お よ び B

，
　C

，
　D 型

の 流路変動が 活発な時は 高 目に な る こ とを示 し て

い る．
’72 年 に P ．Parvusが 多 く，

’77年に 少な

い 根拠 とな り得 る と考 え る．一方，As 型流路の

時に は 接 沿 岸 性 の A ．clausi ，　 C．　 abdominalis
，

Cladoceraが 接 沿 岸 域 に 多 い ば か りで な く，

Benthos 幼生が 多くな る傾 向が あ り，
こ の 原 因 に

つ い て は 明らか でな い が，偶然に ，それ らが 同時

に 多くな っ た とは 考え られず ，
As 型に よ っ て も

た らされ た 接沿岸域 の 環境 とそれ らの 種の 生活様

式 と の 関連で論ず る必要があろ う，

　 各群集 の 構造変化は 黒潮流路 の 内側縁辺，冷水

塊 の 中心 ， そ の 縁辺域 や接沿岸域 で 顕著に み られ

る．それ らは 主 に 海流な ど の 流動条件に よ っ て も

た らされ る こ とを示唆す る．冷水塊 の 中心 や そ の

縁辺域 は C ．sinicus
，
　P ．　Parvus の Cc 群集を基

調 としな が らもα ．arcuicorni ∫
，
　Ct．　vanus ，　Euch ．

rostrata ，3．　 nagae ，
　 Euk．　 hamata な どが 分布す

る こ とが 多い ．また ， 遠州灘，駿河湾，相模湾な

ど の 接沿岸域に Euk ．　 hamata ，　 CB2 群集 と考え

ら才しる UndinePsis　 sp 、　 Gaetanus　 sp ．
，
　 Chiridius

SPP ．
，
　Heterostylites　longicornis

，
　Lucicutia　clausi

，

S ．decipiensな どの 出現が み られ ，
こ れ らは 沿岸

湧昇 の 存在を立 証す る根拠 に な る と考え る．

　親潮系種は銚子沖正朿 の 観測線上 で は 各年 とも

出現 した が，それ 以 南 で は
’71年 C ．crist αtus

（潮岬沖，遠 州灘 ， 豆 南海域） C 、plttmchrus （九

十九 里沿岸域） EUC．　 bungii　bungii（相模湾，外
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第 3表 春期， 本州南方沿岸，黒潮域

群　集　　項 目数 水温 との 相関　　時間 と の 相関 水　系 多様度指数 主要動物群

CAI 34 十 な し 黒潮水域 7．56

MedusaChaetognatha

Pteropoda

（）stracoda

Amphipoda

Doliolidae

Benthos　 larva

CAe 16 な し な し

沿岸水域

　 〜

黒潮水域

3，30

Salpidae

Appendicularia

Euphausiacea

CBi 9 十 十 黒潮水域
（中深層）

2．97

CB2 8 十 十 〃 3．49

CC 10 な し 沿岸水域 2，27

Cirripedia

Cladocera

Copepoda

CD 6 な し 親潮水域 2．55
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接沿岸域か ら黒潮流域に お け る マ ク ロ プ ラ ン ク トン の 分布 に つ い て

に お け る マ ク ロ プ ラ ン ク ト ン 群集

主 要 Copepoda 主 要 Chaetognatha 主 要 Euphausiacea 食 性

ハlanno ‘alanus 　 minor

Undinuta 　darwini

En ‘alanu5 　 SPP ，

Rhin‘alanus 　SPP ，

ルtecynoce厂 α ‘laπ si

Ctenocalanus　 vanzas

Lu ‘icsttia／lavieoプnis

Eu ‘乃aeta 　 marina

Caloealanus　SPP ．

Canda ‘ia　bipinnata

Oithona 　SPP ．

0 π ‘ aea 　SPP ．

Corツ caeus 　 SPP ，

3．enflata

∫．ゐ¢ xaPtera

s．ζyrα

5，Pacrfica
s．minima

5．Psezadose厂ratodentata

5．regu 厂41 ’5

Pteresagitta　draco

κ ro ゐn ゴtta，　 SZtbtilis

Styloeheiren　SPP ． 肉食者の Chaetognatha

と Medusa が 多い ，

Ctenec．　 vanus の 様 に 個

体数 の 多い 植食者 が 含 ま

れ る

Calanμs　ten ”i‘ornis

ハJeoealanus　gracilis

Cl，　 arcui ‘oプ加 3

Eu‘hirella　 rostrata

Euc乃aeta 　 SPP ，

Pareuchaeta　 rer ∬ elli

s．zetesios Thysanoessa 　gregaria 植食，肉食 ，雑食者が 混

然 とす る

5‘妙 加 ‘alanus 　SPP ，

Scolecithri‘e〃 てZ　SPP ．

Pleuromamma 　9 厂α‘沼 ∫

Pleuromam η辺 SPP ．

E妙 加 usia 　 re ‘u 厂 va

E．muti ‘α

E ，tenera

E ．乃emigib うa

植 食者 Copepoda が い

な い

Euchirella　SPP ．

c雇厂 undina 　 streetsi

Undeuchae彦a 　SPP ．

5‘o 蜘 ‘a 〜anus 　SPP ．

ThysanoPoda　SPP ．

Nematos‘．　 microPs

N 跏 伽 brachion，flexiPe5
Eゆ 乃例 吻 5翻 ゐ 5

CBI に二似 て 雑食肉食者が

多い

Calanus　 sint ：‘駕 5

Para‘alanus 　Parvus

Ce解 厂砺》ages 　abdominatis

∠4‘artia ‘lausi

3α9 初 α ηagae

Eukro乃nia 乃αη観 ’α

G ” Phausia　 nana Copepoda は 植食者主 体

Calanus　 6r ゴ∫砌 魏 ∫

Cat砌 卸∫ Plumchr＝ s

Eu ‘α‘砌 御 5 ろungii う醜 9‘ゴ

PseudocalanUS 　minutUS

5ω ！θ‘ithri‘e’」¢ minor

磁 〃 idia　P40φ‘a

3．elegans Copepoda は 植食者主体
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第 4 表　犀別，水系劉，種溺の 平均出現燭体数　（個体数／m3 ）

群集 驫 一 ミ
ー

水系 醐 課域 黷 黻 ざ轟 黒潮 醐 議欄

　　　Sagitta　 nagae

　 　 　Caganus　 sinieus

Cc 　 Paracaianus　Par’碑 ∫

　 　 　Acartia　 clatssi

O，19　　0．19　　0．06

44，22　　32．61　　15．20

74．22　　89、62　　30．79

0、38　　0．84　　0．05

CentroPages　abdominalis 　 O．05　　0，04　　 0

E ”PhatiSノα natta 　　　　　 ．  7　 0．01　 0』 2

0。51　　0，14　　0．21

5G．42 　 10．88　 12．46

0．27　　0、21　　 0．29

53，56　348．70　148．92

168．75　　92．84　　34．52　　　　111．09　　14．50

　 1，85　　0．d2　　 0，  8　　　　37．48　　0，95

0．23　　 0 0

O．16　 　0．01　 　〔｝．02

2．69　　 0

0，03　 　 0

9、670

．7000

．Ol

　　　Sagiita　enflata

　　　5 α9ゴ伽 PaCifi‘a

　 　 　 び ndinula 　darw ∫ni

CAI 　 N α 刀 加 ca ξanl ‘5　 tninor

　　　xVlecrvnoeera 　 clausi

　 　 　Ctenocaganas　 vang ’∫

　　 五刮‘加 痴 ガ  ゴ‘o厂撚

0．G1　　   ．02 　　 0．18

o．40　　0．21　　1．33

0，10　　0，04　　 0，28

 ．060

，15

 ．02　　 0，66

〔｝．09　　 L74

8．96　　7．93　　17，42

0、48　　0．26　　2．77

0，10　 　0．05　 　0，47

0，81　　G．42　　3．40

0，17　　0．15　　1．20

0．12　　Q．12　　0，39

0．98　　 0．8／　　 2，81

17．13　13．43　24．38

｝，18　　0．92　　5、29

0，06　　　0．05　　　D，29

G、68　　G，44　　1．69

0，11　　　  　　　　0．42

0．05　　 00 ．18

0．54　　1．40　　0．96

20．85　 1  ，40　 19．00

2．71　　3，6  　　3，81

房沖，豆南 海域）
’77年 S．8を9砌 5 （外房沖）が

出境 した の み で あ っ た ，特に，黒潮流路が C 型を

示 し， 銚子沖で 離岸し た
’7ユ年 に の み こ れ ら親潮

系種が 野島埼以 西 に 分布 し た の は 注 目され る．ま

た
’71 年に の み Saipldaeが冷水 域を中心 に 分布

した こ と も親潮系水 の 分布 と関連して考え る必要

があろ う．

5． おわ りに

　 以上 5 回 の調査か ら，　 1）海底地形 ， 海岸線の

形状に よ る マ ク n プ ラ ン ク ト ン の 分布の 影響，2）

沿岸性 マ ク ロ プ ラ ン ク ト ン の 黒潮へ の と り込み ，

3）水系別 マ ク ロ プ ラ ン ク ト ン の 分魂」比 率か ら，水

塊の 保存性， 4）A 型流路 の 場 合の黒潮 ， 沿岸両

水系種 の 水 平分布の 複雑化，5）黒潮の N ．As 型

流路時の接沿岸系 種．沿岸系種 の 増加 な ど の 諸規

象が認め られ た ．こ れ らの 現 象の メ カ ニ ズ ム の 解

賜に は ， 掴 々 の 種 ， また は それ らを代表す る Key

species に つ い て の 生活様式 の 解明
29）−32）が 必 要で

ある．そ れ ら個 々 の 種の 再生産 ， 成長 ， 死亡，種

間の 彼食，捕食関 係な どとそれ らに 関連する物理 ，

化学環境を 明 らか に す る こ と に よ り，上 述 の 結果

や 仮説は 更に 根拠を有す る もの に な ろ う，

　　　　　　　　 参　考　文　献

1）古橋賢造 （1959）： 本掴南方の 黒潮域に お け る 浮遊

　　性毛 顎 類 に つ い て ，そ の 1．水 塊 の 搬標 に な る種 の

　　統計的考察．海 と空，35（4），81−84．
2）古橋賢造 （1961）： 本州南方黒潮域に：お け る或 る種

　　の 動物 プ ラ ン ク 1 ン の 分布 に 関す る 研究，特 に 冷水

　　域 の 性格及 び 由 来 につ い て，第
一

部．橈 脚類及 び 毛

　 顎類の 分 布，海 と察，37（2），45−59．
3）HONJO ，　K ．，　H ，　OHTA ．　T ．　KrDACI ｛1，　K ．　UMEbA ，

　 and 　S ．　 KUDOH
， （1957）； Distribution　of　COPepo−

　 da　in　the 　
‘‘Kurosh三〇 ”　area 　south 　ef 　｝1（ンnshu ア

　 May 　1955、　 Rec．　 Oceanogr．　 Wks．　 Japan
，
　Sp ．

　 Nu エnbers 　（New 　series ）　120−129．
4）1〈uRoDA ，K ．（1976）：　Chaetognatha 　in　the　Kuro ．

　 shio 　area 　south 　of ∫apan ，1．　Selection　of 　important

　 species ．　 Bugi．　Kobe　Mar ．　Obs．192， 42−49．
5）KURODA ，　Ka （1977）二　Chaetognatha　in　the　Kuro−

　 §hie　area 　south 　of 　Japan．　II，　Revision　of 　indicator

　 species ．　 Bull．　 Kobe　Mar ．　 Obs、194，26−33．
6）NAIcAI ，　Z．，　S．　HATTORI ，　K 、　HON 」O ，　T ．　WATA −

　 NABE ，　H ．　 OHTA ，　 K ．　UMEDA ，　 and 　 S、　 K 匸JDoFi

　　（1957）：　 A　preliminary　repert 　on 　亡he　b｛ologica 王

　 3urvey 三n 癒ゼ
‘
K 脚 曲 三げ

’
area

，
　S・ uth 。 f　H 。 nshu ，

　 Jtme−July，　1955．　Rec・．　Oeeanogr．　Wks．　Ja♪an ，
　 Special　 number （New 　 series ）15，　9一ユ95．
7）木立　孝 ・

伊東　宏 （1979）： 春期 に お け る黒 潮 お

　 よ びそ の 内 側 域 の マ ク ロ プ ラ ン ク ト ン 群集構造 と

　 そ の分布 に つ い て。東海水研報，97，1−U9．
8）古橋賢造 （1980）： 黒潮 の 沖合に 出現 す る沿岸性 プ

　 ラ ン ク ト ン 、黒潮大 蛇行 と 大冷 水 塊研 究 報 告 書

　 223−229，

一 146　一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Oceanographic Society of Japan (OSJ)

NII-Electronic Library Service

The 　Ooeanographio 　Sooiety 　of 　Japan 　（OSJ ｝

接 沿 岸 域か ら黒 潮流 域 に お け る マ ク ロ プ ラ ン ク トン の 分布 に つ い て

9）NAKAI ，　 Z．（1962）：　 Studies エ elevant 　 to　 mecha −

　　 nisms 　 underlying 　the　 fluctuatien　 in　the　 catch 　 of

　　the 　Japanese　sardine ，　SardinoPs 　melanosticta

　　（TEMMINCK ＆ ScHLEGEL ）．　 JaP ．　Jou「 ．　Ichthy．

　　9（1
−6），　1−115．

10）渡部泰輔 （1970）： マ サ バ の 発育初期 に お ける形態・

　　生態な らびに 資源変動 に 関す る 研究， 東海水研報 ，

　 　 62，　1−283，

11）鬼頭正 隆 （1956）： 遠州灘に お ける 沿 岸底棲動物 の

　　浮遊期幼体 と海況 と の 関係，日本海洋学会誌 12（2），
　 　 59−62．
12）丸茂隆三 ・鬼 頭 正 隆 （1956）： 外洋 に お ける 沿 岸動

　　物 の 浮遊 期幼休 の 分布，日 本水 産 学 会 誌，22（4），
　 　 225−228。
13）HATTORI ，

　 S．　 and 　 H ，　 KATOH ，（1966）； Surface

　　current 　in　the　 southern 　 water 　 off　 Japan　 viewed

　　from　drift　bottle　experiment ，　 with 　special 　refer −

　　 ence 　 to　 transl ・ cation 　 of 　 fish　 egg 　 and 　 larvae．
　　Bull，　7

「
okai 　Res「．　Fish．　1〜es，　Lab．　45，　1−30，

14） 平 野 敏行
・藤本　実 （1969）； 資源 再 生産機構 に お

　　け る環 境 の 役 割 及 び そ の 研 究 方 法．漁 業 資源 研 究 会

　　議報，9，16−33，

15）藤本 実 ・平野 敏行 （1972）： 卵 ・
稚仔輸送拡散機

　　構 と して の 黒 潮の 研究
一1．海流瓶 の 漂着か らみ た

　　黒潮 の 輸送 機 構．東海 水 研報，71，51−68．

16）藤本　実 （1974）： 南海域 に お け る 卵 ・稚仔輸送 機

　　能 と し て の 黒 潮．水 産 海洋研究 会 報，24，140−150．

17）友 定 　彰 （1980）： 島 の 後流域 に 形成 され る 擾 乱 の

　　観測
一

卵 ・稚仔の 輸送 に 関 し て
一．黒潮の 開発利用

　　 の 調査研究成果報告書 ， 329−348．

18）木立 　孝 ・山本 公 夫 （1974）： 黒潮縁 辺 海域 に お け

　　 る プ ラ ン ク ト ン の 分 布 に つ い て．昭 和49年度 日本 海

　　洋 学 会春季大会講演要旨集，119−120．
19）木立　孝 ・山本 公 夫 （1977）； 黒 潮縁辺域 に お け る

　　 プ ラ ン ク ト ン の 分布に つ い て
一1969年 3 月 ， 潮岬沖

　　に お け る ， 稚魚網採集 に よ る マ ク ロ プ ラ ン ク ト ン ．

　　昭 和 52年 度 日本海洋学会春 季 大会 講 演要 旨集 ， 198−

　 　 199．
20）NAKAI ，　 Z．（1962）；　 Apparatus　for　collecting

　　macropla ロkton　in　the　spawning 　surveys 　of 　Iwashi

　　（sardine ，　anchovy ，　round 　herring　and 　others ）．

　　Bull，　Tokai 　Reg ．　Fish．　Res ．　 Lab ．　9，　221−236，
21）HATTORI ，　S．（1968）l　Preliminary　 nete 　on 　the

　　 structure 　 of 　 the　Kuroshio　 from　 the　 biologica1−

　　point　 of　 view ，　 with 　 special 　 reference 　 to　 pelagic

　　fish　larvae．　 No ，14，　SympDsium 　on 　the　ceoperative

　　sudy 　of 　the 　Kuroshio　and 　adjacent 　regions （CSK ），
　　UNESCO ，　FAO ，399−404．
22） 占 出 昭三 （1961）： 遠州灘沖冷水塊 と 黒 潮変動 に つ

　　い て （そ の 1）．水路要報，67，54−57．
23）二 谷穎男 （1969）； 最近数年 の 黒 潮変動 に つ い て ，

　　水 産 海 洋 研究会報，14，13−18．
24）藤 森 完 （1968）； 黒 潮 主 流 部 に 関 す る Note 　A

　　一流軸 の 変動 と 特 徴
一漁場 海 況 概報，31

，
1−11．

25）藤本 実 （1976）： 遠州灘常 磐 海域 の 海洋条件．長

　　期漁海況予報，40，1−5，
26）根本敬久 （1965）： 黒潮流域に お け る オ キ ア ミ類．

　　日プ 研報，12
，
24−36．

27）森下正 明 （1967）： 京都付近 に お け る蝶 の 季節分布．

　　森下，吉良編，自然・生態学的研究，中央 公論社，
　 　 95−132．
28）船越 茂雄 ・柳橋茂昭 ・岩瀬 重 元 （1979）： 三 河 湾 な

　　らび に 渥美外海 の 平均的海況．水産 海洋研究会報，
　 　 34，　115−127．
29）永 沢祥 子 ・丸茂 隆 三 （1978）： 駿 河 湾 に お け る

　　Sagitta　 nagae 　 ALVARINo の 生殖 と生 活史，日 プ

　　学会幸侵，　25（2），　IO9−122．
30）上 真

一・笠 原止 五 郎 （1978）： 沿岸性か い あ し 類

　　 の 生 活史，特 に 耐久卵 の 役割 に つ い て ，日 プ学会報

　　25（1），　67
−84．

31）上 田 拓 史 （1978）： 内湾性か い あ し類 の 世代解析一

　　特 に Acartia　clousi に つ い て ．ロブ 学会 報，25（1），
　 　 56−66．
32）平川和 正 （1978）： 北海道噴火湾 に お け る Calanus

　　PaClficusの 個 体 群構造 の 季 節 的 推移 ．日プ 学 会 報 ，

　　26（2），　49−58．

　　　　　　　　質　疑　応　答

問 ： 黒潮変動 とマ ク 卩 プ ラ ン ク ト ソ の 現存量 の 変

　動 の Time −1agは どの 位か ？ 現存量を重量で 評

　価す る 場 合 と個体数 で 評価す る場合，両者 の 間

　に 比 例関係は ある か ．　 （静岡水試，中村保昭）

答 ： 短期間 に お け る （2 日前後）黒潮の 離岸に 伴

　な っ て 沿岸系 の Copepoda
，
　 Chaetognathaの

　代表種が分布域 の 拡大，密度 の 増加を示 し，黒

　潮系種 に つ い て は 逆 の 現象が認 め られ た 例が あ

　 る ．個体数 と湿重量 の 関係は 構成 する動物群 ，

　同
一

種で も発育期 の 相違な ど で 比 例関係 の な い

　こ とが多い ，

問 ： 黒潮流軸 で 密度が 高 くな る 種があ る の は 温 度

　に よる の か ，流れが 好きな の か ．集積効果か ．

　そ の 鉛直分 布は ど うな っ て い るか ．

　　　　　　　　　　　 （東大海洋研，杉本隆成）

答 1 典型的 な黒潮系種は 強流域に 50％ 近 く分布

　す る 例 を 示 し た ．そ の 海域が それ らに と っ て最

　も好適 な水 温 とは 必ず し も考え られず，流れは

　再生産 に と っ て む し ろ 不 適 な要因 で あ り， 集積

　効果が その 可能性 と し て は 高 い と思 う．黒潮系

　種の よ うな個 体数 の 少な い 種は逆 に 集積効果に
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　よ っ て再 生産 に 好適な環境を形 成 して い るの か

　 もしれ ない ．黒潮中の 鉛直分布は マ ク ロ プ ラ ソ

　 ク ト ン 全体 と し て は 表層域が圧倒的に 多 く， 指

　数関数的に 減少す る が動物群に よ っ て は 中深層

　に 多い もの もある．

問 ： 沿岸か ら沖合へ の プ ラ ン ク ト ソ 分布で
， ある

　所 に ピーク が ある の は， 1） 1 ケ 所で 発生 した

　もの の移流拡散の結果な の か， 2）それ ぞれ の

　場所 の 発生条件，発生量 の 違い に 起因して い る

　の か ？　　　　　　　　 （東海水 研 ，松村皐月）

答 ： マ イ ワ シ な どの 産卵場 とそ の 拡散域 で は 両者

　の場合が考え られ る ．マ ク ロ プ ラ ン ク ト ン の 場

　合，常に 再 生産を くり返 して い るも の と ， そ う

　で な い もの に差は あ る が ， 黒潮付近で 認め られ

　る 濃密群は 前者 の 場合が多 い と考え られ る ，
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